２０１０年７月１９日
宮本博司
槇尾川河川整備計画検討についての質問
＊５０ｍｍ改修後、６５ｍｍ（モデル降雨）で危険度Ⅱとなる箇所は郷荘橋上流1か所のみで、極めて局所的である。治水検討部会では、「実施にあたって局所的な対応が可能な場合などについては、現地の状況等も考慮して当面の治水目標を設定する。」としているが、危険度Ⅱが極めて局所的であるにもかかわらず、全川において６５ｍｍ降雨時の洪水を従来通りの考え方で、河川改修とダムで処理するのであれば、知事が全国に先駆けてこれまでの目標洪水を川とダムに押し込める治水方策を転換すると言っておられることに反するのではないか。
＊６５ｍｍ対応をＢ－Ｃ<0でも実施する理由
＊上流部（１．６ｋｍ）については、特にＢ－Ｃがでないにもかかわらず、６５ｍｍ対応を行う理由
＊Ｂ－Ｃ算定において、これまでに指摘した下記事項について、どのように検討したのか。
　・現在価値化
　・環境コスト
　・氾濫シミュレーションにおける複数同時破堤
　・雨量確率を洪水発生確率に代用することによる被害額の過大評価
＊仮にＢ－Ｃ＞０であったとしても、その中から「安価なものを選択」が原則であるが、ｹｰｽ５，７，８よりコストが大きい河川改修＋ダム案を選択する理由
＊ｹｰｽ5の局所改修（河床掘削）は６５ｍｍ対応として評価しない理由
＊ＨＷＬ以下の水位では破堤しないことを前提に検討を行っているが、ＨＷＬ以下の水位では破堤しないというチェックはどのように行っているのか。
＊河川改修を行えば、下流への流量が増大することにより効果がマイナスになると算定しているが、これは槇尾川特有のことなのか。他の河川ではそのようなことは起こらないのか。仮に同様のことが起こるのであれば、中上流部の河川改修は行わないのか。
資料要求
＊今回のＢ－Ｃの算定における８０ｍｍモデル降雨時の氾濫シミュレーションについて、破堤地点が異なった場合の各氾濫シミュレーション結果
＊ケース１について、８０ｍｍ及び９０ｍｍ降雨時における、６５ｍｍ対策河川改修後の断面における水位と河川改修＋ダム後の水位の縦断図、また、各地点の計算水位、左右岸堤防高及びＨＷＬの一覧表
